
年間授業計画

新宿山吹高等学校 令和 年度 教科 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

使用教科書：

教　科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科　目 の目標：

B  生活文化の多様性と国際理解

【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を
基に，人々の生活文化が地理的環境
から影響を受けたり，影響を与えた
りして多様性をもつことや，地理的
環境の変化によって変容することな
どについて理解すること。
　世界の人々の特色ある生活文化を
基に，自他の文化を尊重し国際理解
を図ることの重要性などについて理
解すること。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界の人々の生活文化について，
その生活文化が見られる場所の特徴
や自然及び社会的条件との関わりな
どに着目して，主題を設定し，多様
性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界の人々の生活文化おいて、日
本と他国との違いに気づくことがで
き、日本の生活の特徴、生活するう
えでの注意点などをを導き出すこ
と。また、それらを地図や資料にま
とめること。

　世界の地形と人々の生活
　

　
　プリント及びパワーポイントを
活用し授業を展開する。一人一台
端末を使用し、地図から各地形の
特徴を読み取る演習を行う。

【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を基に，
人々の生活文化が地理的環境から影響を受け
たり，影響を与えたりして多様性をもつこと
や，地理的環境の変化によって変容すること
などについて理解することができる。。
　世界の人々の特色ある生活文化を基に，自
他の文化を尊重し国際理解を図ることの重要
性などについて理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界の人々の生活文化について，その生活
文化が見られる場所の特徴や自然及び社会的
条件との関わりなどに着目して，主題を設定
し，多様性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界の人々の生活文化おいて、日本と他国
との違いに気づくことができ、日本の生活の
特徴、生活するうえでの注意点などをを導き
出すこと。また、それらを地図や資料にまと
めることができる。

○ ○ ○

態 配当
時数

前
期

A 地図や地理情報システムと現代世
界

【知識及び技能】
　現代世界の地域構成を示した様々
な地図の読図などを基に，方位や時
差，日本の位置と領域，国内や国家
間の結び付きなどについて理解する
こと。
　日常生活の中で見られる様々な地
図の読図などを基に，地図や地理情
報システムの役割や有用性などにつ
いて理解すること。
　現代世界の様々な地理情報につい
て，地図や地理情報システムなどを
用いて，その情報を収集し，読み取
り，まとめる基礎的・基本的な技能
を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
　現代世界の地域構成について，位
置や範囲などに着目して，主題を設
定し，世界的視野から見た日本の位
置，国内や国家間の結び付きなどを
多面的・多角的に考察し，表現する
こと。

【学びに向かう力、人間性等】
　現代世界の地域構成について、国
家間、勢力間の関係性等を時事問題
と絡めて考えること。また、自ら時
事問題や歴史的事象等を調べ、現代
世界の地域構成と関連付けることに
より、知識を深めること。

　地球上の位置と時差

　地図の役割と種類

　GISの活用

　結びつきを深める世界

　世界の貿易・交通・通信

　
　プリント及びパワーポイントを
活用し授業を展開する。一人一台
端末を使用し、マップアプリケー
ションを用い、GISを用いた地図の
閲覧、作成方法の基礎を学ぶ。

【知識及び技能】
　現代世界の地域構成を示した様々な地図の
読図などを基に，方位や時差，日本の位置と
領域，国内や国家間の結び付きなどについて
理解することができる。
　日常生活の中で見られる様々な地図の読図
などを基に，地図や地理情報システムの役割
や有用性などについて理解することができ
る。
　現代世界の様々な地理情報について，地図
や地理情報システムなどを用いて，その情報
を収集し，読み取り，まとめる基礎的・基本
的な技能を身に付けることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　現代世界の地域構成について，位置や範囲
などに着目して，主題を設定し，世界的視野
から見た日本の位置，国内や国家間の結び付
きなどを多面的・多角的に考察し，表現する
ことができる。
　
【学びに向かう力、人間性等】
　現代世界の地域構成について、国家間、勢
力間の関係性等を時事問題と絡めて考えるこ
と。また、自ら時事問題や歴史的事象等を調
べ、現代世界の地域構成と関連付けることに
より、知識を深めようとしている。

○ ○ ○ 16

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

6

定期考査 ○ ○ 2

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化
の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組
などを理解するとともに，地図や地理情報シス
テムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関
する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身に付けるようにする。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の
関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境と
の相互依存関係，空間的相互依存作用，地域な
どに着目して，概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり，地理的な課題の解決に向け
て構想したりする力や，考察，構想したことを
効果的に説明したり，それらを基に議論したり
する力を養う。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
究，解決しようとする態度を養うとともに，多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵(か
ん)養される日本国民としての自覚，我が国の国
土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文
化を尊重しようとすることの大切さについての
自覚などを深める。

新地理総合（帝国書院）、コンパクト地理総合地図（二宮書店）

地理歴史

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察し
たり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を
養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵(かん)養される日本国民としての自覚，我が国
の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

地理総合

地理歴史 地理総合

地理歴史 地理総合 2
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【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



6

自然環境と防災

【知識及び技能】
　我が国をはじめ世界で見られる自
然災害や生徒の生活圏で見られる自
然災害を基に，地域の自然環境の特
色と自然災害への備えや対応との関
わりとともに，自然災害の規模や頻
度，地域性を踏まえた備えや対応の
重要性などについて理解すること。
　様々な自然災害に対応したハザー
ドマップや新旧地形図をはじめとす
る各種の地理情報について，その情
報を収集し，読み取り，まとめる地
理的技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
　我が国をはじめ世界で見られる自
然災害や生徒の生活圏で見られる自
然災害を基に，地域の自然環境の特
色と自然災害への備えや対応との関
わりとともに，自然災害の規模や頻
度，地域性を踏まえた備えや対応の
重要性などについて理解すること。
　様々な自然災害に対応したハザー
ドマップや新旧地形図をはじめとす
る各種の地理情報について，その情
報を収集し，読み取り，まとめる地
理的技能を身に付けること。

【学びに向かう力、人間性等】
　我が国をはじめ世界で見られる自
然災害や生徒の生活圏で見られる自
然災害を基に，自分の住む地域や学
校周辺のハザードマップを自ら作成
し、避難時の注意点や避難経路など
を導き出すこと。

　日本の自然環境

　地震・津波と防災

　火山災害と防災

　自然災害への備え

　プリント及びパワーポイントを
活用し授業を展開する。一人一台
端末を使用し、自分の家の周辺や
学校周辺のハザードマップを作成
し、生徒・教員間で共有する。

【知識及び技能】
　我が国をはじめ世界で見られる自然災害や
生徒の生活圏で見られる自然災害を基に，地
域の自然環境の特色と自然災害への備えや対
応との関わりとともに，自然災害の規模や頻
度，地域性を踏まえた備えや対応の重要性な
どについて理解すること。
　様々な自然災害に対応したハザードマップ
や新旧地形図をはじめとする各種の地理情報
について，その情報を収集し，読み取り，ま
とめる地理的技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
　我が国をはじめ世界で見られる自然災害や
生徒の生活圏で見られる自然災害を基に，地
域の自然環境の特色と自然災害への備えや対
応との関わりとともに，自然災害の規模や頻
度，地域性を踏まえた備えや対応の重要性な
どについて理解すること。
　様々な自然災害に対応したハザードマップ
や新旧地形図をはじめとする各種の地理情報
について，その情報を収集し，読み取り，ま
とめる地理的技能を身に付けること。

【学びに向かう力、人間性等】
　我が国をはじめ世界で見られる自然災害や
生徒の生活圏で見られる自然災害を基に，自
分の住む地域や学校周辺のハザードマップを
自ら作成し、避難時の注意点や避難経路など
を導き出そうとしている。

○ ○ ○ 4

B  生活文化の多様性と国際理解

【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を
基に，人々の生活文化が地理的環境
から影響を受けたり，影響を与えた
りして多様性をもつことや，地理的
環境の変化によって変容することな
どについて理解すること。
　世界の人々の特色ある生活文化を
基に，自他の文化を尊重し国際理解
を図ることの重要性などについて理
解すること。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界の人々の生活文化について，
その生活文化が見られる場所の特徴
や自然及び社会的条件との関わりな
どに着目して，主題を設定し，多様
性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界の人々の生活文化おいて、日
本と他国との違いに気づくことがで
き、日本の生活の特徴、生活するう
えでの注意点などをを導き出すこ
と。また、それらを地図や資料にま
とめること。

　世界の気候と人々の生活

　

　
　

　
　プリント及びパワーポイントを
活用し授業を展開する。一人一台
端末を使用し、地図から各地形の
特徴を読み取る演習を行う。

【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を基に，
人々の生活文化が地理的環境から影響を受け
たり，影響を与えたりして多様性をもつこと
や，地理的環境の変化によって変容すること
などについて理解することができる。。
　世界の人々の特色ある生活文化を基に，自
他の文化を尊重し国際理解を図ることの重要
性などについて理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界の人々の生活文化について，その生活
文化が見られる場所の特徴や自然及び社会的
条件との関わりなどに着目して，主題を設定
し，多様性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現することができる。。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界の人々の生活文化おいて、日本と他国
との違いに気づくことができ、日本の生活の
特徴、生活するうえでの注意点などをを導き
出すこと。また、それらを地図や資料にまと
めようとしている。

○ ○ ○
前
期



70

定期考査 ○ ○ 2

生活圏の調査と地域の展望

【知識及び技能】
　 生活圏の調査を基に，地理的な
課題の解決に向けた取組や探究する
手法などについて理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】
  生活圏の地理的な課題について，
生活圏内や生活圏外との結び付き，
地域の成り立ちや変容，持続可能な
地域づくりなどに着目して，主題を
設定し，課題解決に求められる取組
などを多面
的・多角的に考察，構想し，表現す
ること。

【学びに向かう力、人間性等】
　自身の生活圏の地理的課題につい
て、データや資料、地域調査の結果
をもとに、新たな課題の可能性を導
くことができる。

地理的な課題と地域調査

地域調査の準備と実施

　プリント及びパワーポイントを
活用し授業を展開する。一人一台
端末を使用し、自分の家の周辺や
学校周辺のデータを収集し、事前
調査及び調査結果を発表、共有す
る。

【知識及び技能】
　 生活圏の調査を基に，地理的な課題の解決
に向けた取組や探究する手法などについて理
解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
  生活圏の地理的な課題について，生活圏内
や生活圏外との結び付き，地域の成り立ちや
変容，持続可能な地域づくりなどに着目し
て，主題を設定し，課題解決に求められる取
組などを多面的・多角的に考察，構想し，表
現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　自身の生活圏の地理的課題について、デー
タや資料、地域調査の結果をもとに、新たな
課題の可能性を導きだそうとしている。

○ ○ ○ 4

○ ○

〇 〇 〇 12

合計

2

後
期

生活文化の多様性と国際理解

【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を
基に，人々の生活文化が地理的環境
から影響を受けたり，影響を与えた
りして多様性をもつことや，地理的
環境の変化によって変容することな
どについて理解すること。
　世界の人々の特色ある生活文化を
基に，自他の文化を尊重し国際理解
を図ることの重要性などについて理
解すること。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界の人々の生活文化について，
その生活文化が見られる場所の特徴
や自然及び社会的条件との関わりな
どに着目して，主題を設定し，多様
性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界の人々の生活文化おいて、日
本と他国との違いに気づくことがで
き、日本の生活の特徴、生活するう
えでの注意点などをを導き出すこ
と。また、それらを地図や資料にま
とめること。

　世界の言語・宗教と人々の生活

　歴史的背景と人々の生活

　世界の産業と人々の生活

　
　

　
　プリント及びパワーポイントを
活用し授業を展開する。一人一台
端末を使用し、人種・言語や産業
分布の地図の作成、資料のをみ
て、過去の産業構造からの変遷を
読み解く作業を行う。

【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化を基に，
人々の生活文化が地理的環境から影響を受け
たり，影響を与えたりして多様性をもつこと
や，地理的環境の変化によって変容すること
などについて理解することができる。。
　世界の人々の特色ある生活文化を基に，自
他の文化を尊重し国際理解を図ることの重要
性などについて理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界の人々の生活文化について，その生活
文化が見られる場所の特徴や自然及び社会的
条件との関わりなどに着目して，主題を設定
し，多様性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現することができる。。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界の人々の生活文化おいて、日本と他国
との違いに気づくことができ、日本の生活の
特徴、生活するうえでの注意点などをを導き
出すこと。また、それらを地図や資料にまと
めようとしている。

〇 〇 〇 14

定期考査 ○ ○

2

地球的課題と国際協力

【知識及び技能】
　世界各地で見られる地球環境問
題，資源・エネルギー問題，人口・
食料問題及び居住・都市問題などを
基に，地球的課題の各地で共通する
傾向性や課題相互の関連性などにつ
いて大観し理解すること。
　世界各地で見られる地球環境問
題，資源・エネルギー問題，人口・
食料問題及び居住・都市問題などを
基に，地球的課題の解決には持続可
能な社会の実現を目指した各国の取
組や国際協力が必要であることなど
について理解すること。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界各地で見られる地球環境問
題，資源・エネルギー問題，人口・
食料問題及び居住・都市問題などの
地球的課題について，地域の結び付
きや持続可能な社会づくりなどに着
目して，主題を設定し，現状や要
因，解決の方向性などを多面的・多
角的に考察し，表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界各地でみられる諸問題に対
し、具体的な対応策を自身で導き出
し、その可否について議論できるこ
と。

　環境問題

　資源・エネルギー問題

　人口問題

　南北問題

　都市問題

　人種・民族問題

　プリント及びパワーポイントを
活用し授業を展開する。一人一台
端末を使用し、各種資料から世界
各地の諸問題の実態をとみとる作
業を行う。

【知識及び技能】
　世界各地で見られる地球環境問題，資源・
エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・
都市問題などを基に，地球的課題の各地で共
通する傾向性や課題相互の関連性などについ
て大観し理解することができる。
　世界各地で見られる地球環境問題，資源・
エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・
都市問題などを基に，地球的課題の解決には
持続可能な社会の実現を目指した各国の取組
や国際協力が必要であることなどについて理
解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界各地で見られる地球環境問題，資源・
エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・
都市問題などの地球的課題について，地域の
結び付きや持続可能な社会づくりなどに着目
して，主題を設定し，現状や要因，解決の方
向性などを多面的・多角的に考察し，表現す
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界各地でみられる諸問題に対し、具体的
な対応策を自身で導き出し、その可否につい
て議論を試みている。

定期考査

前
期



年間授業計画

新宿山吹高等学校 令和 年度 教科 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

使用教科書：

教　科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科　目 の目標：

○ ○ 2

前
期

A 単元
【知識及び技能】
・18世紀後半以降の欧米の市民革
命や国民統合の動向を基に、立憲
体制と国民国家の形成を理解する
とともに、諸資料から近代化と私
たちに関する様々な情報を適切か
つ効果的に調べ、まとめる技能を
身に付けるようにする。
・　列強の進出と植民地の形成を
基に、列強の帝国主義政策とアジ
ア諸国の変容を理解するととも
に、諸資料から近代化と私たちに
関する様々な情報を適切かつ効果
的に調べ、まとめる技能を身に付
けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・国民国家の形成の背景や影響に
着目して、アジア諸国とその他の
国や地域の動向を比較したり、相
互に関連付けたりするなどして、
政治変革の特徴、国民国家の特徴
や社会の変容などを多面的・多角
的に考察し、表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
・立憲体制と国民国家の形成に関
わる諸事象について、見通しを
もって課題を追究しようとする態
度を養う。

【指導事項】
・お茶から見る日本と世界の歴史
・食文化から見る日本と世界の歴
史
・史跡から見る日本と世界の歴史
・資料の取り扱い
・歴史叙述
・18世紀までの世界
・19世紀の世界
・近代化について
・ヨーロッパが、世界に与えた影
響を踏まえ、18世紀のアジア諸国
とヨーロッパの関係はどのような
ものか理解を深め、考察させる。
・イギリスの革命とアメリカの独
立
・フランス革命
・フランス革命の影響と国民意識
の芽生え
・産業革命で変わる社会
・1848年　近代ヨーロッパの転換
点
・イタリア・ドイツの統一とロシ
アの近代化
・アメリカの拡大と第二次産業革
命
・帝国主義と世界の一体化

【教材】
・諸資料の活用
・ワークシートの活用
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・列強の進出と植民地の形成を基に、諸資料
から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめ、列強の帝国主義政策とアジ
ア諸国の変容を理解している。

【思考・判断・表現】
・国民国家の形成の背景や影響に着目して、
アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較
したり、相互に関連付けたりするなどして、
政治変革の特徴、国民国家の特徴や社会の変
容などを多面的・多角的に考察し、表現して
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・立憲体制と国民国家の形成に関わる諸事象
について、見通しをもって課題を追究しよう
としている。

○ ○ ○ 16

定期考査 ○ ○ 2

B 単元
【知識及び技能】
・日本の明治維新や大日本帝国憲法
の制定を基に、立憲体制と国民国家
の形成を理解するとともに、諸資料
から近代化と私たちに関する様々な
情報を適切かつ効果的に調べ、まと
める技能を身に付けるようにする。
・列強の進出と植民地の形成、日
清・日露戦争を基に、列強の帝国主
義政策とアジア諸国の変容を理解す
るとともに、諸資料から近代化と私
たちに関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べ、まとめる技能を身に
付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・帝国主義政策の背景、帝国主義政
策がアジア・アフリカに与えた影響
に着目して、アジア諸国とその他の
国や地域の動向を比較したり、相互
に関連付けたりするなどして、帝国
主義政策の特徴、列強間の関係の変
容などを多面的・多角的に考察し、
表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
・立憲体制と国民国家の形成、列強
の帝国主義政策とアジア諸国の変容
に関わる諸事象について、見通しを
もって課題を追究しようとする態度
を養う。

【指導事項】
・新体制の模索と江戸幕府滅亡	
・新政府の誕生	
・近代化を目指す日本	
・日本と清の近代化と日清戦争	
・日露戦争が与えた影響	
・「西洋の衝撃」と西アジアの変
化
・南・東南アジアの植民地化

【教材】
・諸資料の活用
・ワークシートの活用
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・日本の明治維新や大日本帝国憲法の制定を
基に、諸資料から歴史に関する様々な情報を
適切かつ効果的に調べまとめ、立憲体制と国
民国家を理解している。

・日清・日露戦争を基に、諸資料から歴史に
関する様々な情報を適切かつ効果的に調べま
とめ、列強の帝国主義政策とアジア諸国の変
容を理解している。

【思考・判断・表現】
・帝国主義政策の背景に着目して、アジア諸
国とその他の国や地域の動向を比較したり、
相互に関連付けたりするなどして、帝国主義
政策の特徴、列強間の関係の変容などを多面
的・多角的に考察し、表現している。
・帝国主義政策がアジア・アフリカに与えた
影響に着目して、アジア諸国とその他の国や
地域の動向を比較したり、相互に関連付けた
りするなどして、帝国主義政策の特徴、列強
間の関係の変容などを多面的・多角的に考察
し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容に
関わる諸事象について、見通しをもって課題
を追究しようとしている。

○ ○ ○ 16

定期考査

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を
養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵(かん)養される日本国民としての自覚，我が国
の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，
世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉
え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴
史を理解するとともに，諸資料から歴史に関す
る様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる
技能を身に付けるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意
義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相
互の関連や現在とのつながりなどに着目して，
概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に
入れて構想したりする力や，考察，構想したこ
とを効果的に説明したり，それらを基に議論し
たりする力を養う。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
究，解決しようとする態度を養うとともに，多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵(か
ん)養される日本国民としての自覚，我が国の歴
史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重する
ことの大切さについての自覚などを深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

『明解 歴史総合』（帝国書院）

地理歴史

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察し
たり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりする力を養う。

7 地理歴史 歴史総合

地理歴史 歴史総合 2



合計 70

○ ○ 14

定期考査 ○ ○ 2

後
期

C 単元
【知識及び技能】
・第一次世界大戦の展開，大正デモ
クラシーと政党政治などを基に総力
戦と第一次世界大戦後の国際協調体
制、大衆社会の形成と社会運動の広
がりを理解するとともに、諸資料か
ら国際秩序の変化に関する様々な情
報を適切かつ効果的に調べ、まとめ
る技能を身に付けるようにする。
・世界恐慌，第二次世界大戦の展開
などを基に国際協調体制の動揺、第
二次世界大戦後の国際秩序と日本の
国際社会への復帰を理解するととも
に、諸資料から国際秩序の変化に関
する様々な情報を適切かつ効果的に
調べ、まとめる技能を身に付けるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・第一次世界大戦の推移と第一次世
界大戦が大戦後の世界に与えた影
響，日本の参戦の背景と影響などに
着目して，主題を設定し，日本とそ
の他の国や地域の動向を比較した
り，相互に関連付けたりするなどし
て，第一次世界大戦の性格と惨禍，
日本とアジア及び太平洋地域の関係
や国際協調体制の特徴などを多面
的・多角的に考察し，表現する。
・第二次世界大戦の推移と第二次世
界大戦が大戦後の世界に与えた影
響，第二次世界大戦後の国際秩序の
形成が社会に及ぼした影響などに着
目して，主題を設定し，日本とその
他の国や地域の動向を比較したり，
相互に関連付けたりするなどして，
第二次世界大戦の性格と惨禍，第二
次世界大戦下の社会状況や人々の生
活，日本に対する占領政策と国際情
勢との関係などを多面的・多角的に
考察し，表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
・総力戦と第一次世界大戦後の国際
協調体制、大衆社会の形成と社会運
動の広がりに関わる諸事象につい
て、見通しをもって課題を追究しよ
うとする態度を養う。
・第二次世界大戦の推移と第二次世
界大戦が大戦後の世界に与えた影響
に関わる諸事象について、見通しを
もって課題を追究しようとする態度
を養う。

【指導事項】
・ドイツの挑戦とバルカン半島の
緊張
・総力戦となった第一次世界大戦
・ヴェルサイユ体制の成立"	
・ロシア革命と大戦の終結
・大衆社会の出現とアメリカの繁
栄
・世界恐慌が与えた影響
・ファシズムの台頭と拡大
・日中戦争の始まり
・第二次世界大戦の展開
・第二次世界大戦の終結とその惨
禍
・戦後の新たな国際秩序"	

【教材】
・諸資料の活用
・ワークシートの活用
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・第一次世界大戦の展開、大正デモクラシー
と政党政治を基に、諸資料から歴史に関する
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ、
総力戦と第一次世界大戦後の国際協調体制、
大衆社会の形成と社会運動の広がりを理解し
ている。
・世界恐慌、第二次世界大戦の展開を基に、
諸資料から歴史に関する様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめ、国際協調体制の動
揺、第二次世界大戦後の国際秩序、を理解し
ている。

【思考・判断・表現】
・第一次世界大戦が大戦後の世界に与えた影
響に着目して、アジア諸国とその他の国や地
域の動向を比較したり、相互に関連付けたり
するなどして、，第一次世界大戦の性格と惨
禍などを多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
・第二次世界大戦が大戦後の世界に与えた影
響に着目して、アジア諸国とその他の国や地
域の動向を比較したり、相互に関連付けたり
するなどして、第二次世界大戦の性格と惨
禍，第二次世界大戦下の社会状況や人々の生
活などを多面的・多角的に考察し、表現して
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・第一次世界大戦と第二次世界大戦に関わる
諸事象について、見通しをもって課題を追究
しようとしている。

○ ○ ○ 16

定期考査 ○ ○ 2

D 単元
【知識及び技能】
・冷戦下の地域紛争、冷戦の終結な
どを基に国際政治の変容、冷戦終結
後の国際政治の変容と課題を理解す
るとともに、諸資料からグローバル
化と私たちに関する様々な情報を適
切かつ効果的に調べ、まとめる技能
を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・冷戦が各国経済に及ぼした影響、
冷戦の変容と終結の背景、民主化や
地域統合の背景と影響などに着目し
て，主題を設定し，日本とその他の
国や地域の動向を比較したり，相互
に関連付けたりするなどして，冷戦
下の世界経済や地域連携の特徴、冷
戦終結後の国際政治の特徴と日本の
役割などを多面的・多角的に考察
し，表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
・国際政治の変容、冷戦終結後の国
際政治の変容と課題の広がりに関わ
る諸事象について、見通しをもって
課題を追究しようとする態度を養
う。

【指導事項】
・冷戦で揺れる世界と日本
・中東戦争とパレスチナ問題
・第三勢力の形成と脱植民化
・核兵器の脅威と軍縮
・冷戦の終結と変わる世界構造
・グローバル化による国際社会の
変容
・現代的な諸課題の形成と展望
・主題の設定と学習上の問いの表
現

【教材】
・諸資料の活用
・ワークシートの活用
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・冷戦下の地域紛争、冷戦の終結などを基
に、諸資料から歴史に関する様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめ、国際政治の変
容、冷戦終結後の国際政治の変容と課題を理
解している。

【思考・判断・表現】
・冷戦が各国経済に及ぼした影響に着目し
て、アジア諸国とその他の国や地域の動向を
比較したり、相互に関連付けたりするなどし
て冷戦下の世界経済や地域連携の特徴を多面
的・多角的に考察し、表現している。
・民主化や地域統合の背景と影響に着目し
て、アジア諸国とその他の国や地域の動向を
比較したり、相互に関連付けたりするなどし
て冷戦終結後の国際政治の特徴と日本の役割
を多面的・多角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・冷戦に関わる諸事象について、見通しを
もって課題を追究しようとしている。

○



年間授業計画

新宿山吹高等学校 令和 年度 教科 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

使用教科書：

教　科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科　目 の目標：

前
期

A 公共の扉
(1)公共的な空間を作る私たち

【知識及び技能】
・自らの体験などを振り返ることを
通して，自らを成長させる人間とし
ての在り方生き方について理解す
る。
・人間は，個人として相互に尊重さ
れるべき存在であるとともに，対話
を通して互いの様々な立場を理解し
高め合うことのできる社会的な存在
であること，伝統や文化，先人の取
組や知恵に触れたりすることなどを
通して，自らの価値観を形成すると
ともに他者の価値観を尊重すること
ができるようになる存在であること
について理解する。
・自分自身が，自主的によりよい公
共的な空間を作り出していこうとす
る自立した主体になることが，自ら
のキャリア形成とともによりよい社
会の形成に結び付くことについて理
解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・社会に参画する自立した主体と
は，孤立して生きるのではなく，地
域社会などの様々な集団の一員とし
て生き，他者との協働により当事者
として国家・社会などの公共的な空
間を作る存在であることについて多
面的・多角的に考察し，表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多
面的・多角的な考察や深い理解を通
して，社会に参画する自立した主体
についての自覚を深めようとする。

・指導事項
　社会のなかの自己

・教材
　教科書及びプリント
　一人１台端末の活用 等

【知識及び技能】
・自らの体験などを振り返ることを通して，
自らを成長させる人間としての在り方生き方
について理解している。
・人間は，個人として相互に尊重されるべき
存在であるとともに，対話を通して互いの
様々な立場を理解し高め合うことのできる社
会的な存在であること，伝統や文化，先人の
取組や知恵に触れたりすることなどを通し
て，自らの価値観を形成するとともに他者の
価値観を尊重することができるようになる存
在であることについて理解している。
・自分自身が，自主的によりよい公共的な空
間を作り出していこうとする自立した主体に
なることが，自らのキャリア形成とともによ
りよい社会の形成に結び付くことについて理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・社会に参画する自立した主体とは，孤立し
て生きるのではなく，地域社会などの様々な
集団の一員として生き，他者との協働により
当事者として国家・社会などの公共的な空間
を作る存在であることについて多面的・多角
的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，社会に参画
する自立した主体についての自覚を深めよう
としている。

○ ○ ○ 4

A 公共の扉
(2)公共的な空間における人間とし
ての在り方生き方

【知識及び技能】
・選択・判断の手掛かりとして，行
為の結果である個人や社会全体の幸
福を重視する考え方や，行為の動機
となる公正などの義務を重視する考
え方などについて理解する。
・現代の諸課題について自らも他者
も共に納得できる解決方法を見いだ
すことに向け，前述に示す考え方を
活用することを通して，行為者自身
の人間としての在り方生き方につい
て探求することが，よりよく生きて
いく上で重要であることについて理
解する。
・人間としての在り方生き方に関わ
る諸資料から，よりよく生きる行為
者として活動するために必要な情報
を収集し，読み取る技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・倫理的価値の判断において，行為
の結果である個人や社会全体の幸福
を重視する考え方と，行為の動機と
なる公正などの義務を重視する考え
方などを活用し，自らも他者も共に
納得できる解決方法を見いだすこと
に向け，思考実験など概念的な枠組
みを用いて考察する活動を通して，
人間としての在り方生き方を多面
的・多角的に考察し，表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多
面的・多角的な考察や深い理解を通
して，公共的な空間における人間と
しての在り方生き方についての自覚
を深めようとする。

・指導事項
　共に生きるための倫理

・教材
　教科書及びプリント
　一人１台端末の活用 等

【知識及び技能】
・選択・判断の手掛かりとして，行為の結果
である個人や社会全体の幸福を重視する考え
方や，行為の動機となる公正などの義務を重
視する考え方などについて理解している。
・現代の諸課題について自らも他者も共に納
得できる解決方法を見いだすことに向け，前
述に示す考え方を活用することを通して，行
為者自身の人間としての在り方生き方につい
て探求することが，よりよく生きていく上で
重要であることについて理解している。
・人間としての在り方生き方に関わる諸資料
から，よりよく生きる行為者として活動する
ために必要な情報を収集し，読み取る技能を
身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・倫理的価値の判断において，行為の結果で
ある個人や社会全体の幸福を重視する考え方
と，行為の動機となる公正などの義務を重視
する考え方などを活用し，自らも他者も共に
納得できる解決方法を見いだすことに向け，
思考実験など概念的な枠組みを用いて考察す
る活動を通して，人間としての在り方生き方
を多面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，公共的な空
間における人間としての在り方生き方につい
ての自覚を深めようとしている。

○ ○ ○ 4

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するた
めの手掛かりとなる概念や理論について理解す
るとともに，諸資料から，倫理的主体などとし
て活動するために必要となる情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断
の手掛かりとなる考え方や公共的な空間におけ
る基本的原理を活用して，事実を基に多面的・
多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成
や社会参画を視野に入れながら構想したことを
議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を
主体的に解決しようとする態度を養うととも
に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される，現代社会に生きる人間としての在
り方生き方についての自覚や，公共的な空間に
生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，
その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主
権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さ
についての自覚などを深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

東京書籍 ｢公共｣

公民

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解する
とともに，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に
判断したりする力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して涵養される，人間としての在り方生き方についての自覚や，国民主権を担う
公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合う
ことの大切さについての自覚などを深める。

公共

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

公民 公共 2

7 公民 公共



B 自立した主体としてよりよい社会
の形成に参画する私たち

【知識及び技能】
・法や規範の意義及び役割，多様な
契約及び消費者の権利と責任，司法
参加の意義などに関わる現実社会の
事柄や課題を基に，憲法の下，適正
な手続きに則り，法や規範に基づい
て各人の意見や利害を公平・公正に
調整し，個人や社会の紛争を調停，
解決することなどを通して，権利や
自由が保障，実現され，社会の秩序
が形成，維持されていくことについ
て理解する。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料
から，自立した主体として活動する
ために必要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まとめる技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
・法，政治及び経済などの側面を関
連させ，自立した主体として解決が
求められる具体的な主題を設定し，
合意形成や社会参画を視野に入れな
がら，その主題の解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想した
りしたことを，論拠をもって表現す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多
面的・多角的な考察や深い理解を通
して，公共的な空間における基本的
な原理について理解する。

・指導事項
　法の働きと私たち

・教材
　教科書及びプリント
　一人１台端末の活用 等

【知識及び技能】
・法や規範の意義及び役割，多様な契約及び
消費者の権利と責任，司法参加の意義などに
関わる現実社会の事柄や課題を基に，憲法の
下，適正な手続きに則り，法や規範に基づい
て各人の意見や利害を公平・公正に調整し，
個人や社会の紛争を調停，解決することなど
を通して，権利や自由が保障，実現され，社
会の秩序が形成，維持されていくことについ
て理解している。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自
立した主体として活動するために必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・法，政治及び経済などの側面を関連させ，
自立した主体として解決が求められる具体的
な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野
に入れながら，その主題の解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想したりしたこ
とを，論拠をもって表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，公共的な空
間における基本的な原理について理解してい
る。

○ ○ ○ 10

定期考査 ○ ○ 2

○ ○ 2

B 自立した主体としてよりよい社会
の形成に参画する私たち

【知識及び技能】
・ 政治参加と公正な世論の形成，
地方自治，国家主権，領土（領海，
領空を含む。），我が国の安全保障
と防衛，国際貢献を含む国際社会に
おける我が国の役割などに関わる現
実社会の事柄や課題を基に，よりよ
い社会は，憲法の下，個人が議論に
参加し，意見や利害の対立状況を調
整して合意を形成することなどを通
して築かれるものであることについ
て理解する。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料
から，自立した主体として活動する
ために必要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まとめる技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
・法，政治及び経済などの側面を関
連させ，自立した主体として解決が
求められる具体的な主題を設定し，
合意形成や社会参画を視野に入れな
がら，その主題の解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想した
りしたことを，論拠をもって表現す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多
面的・多角的な考察や深い理解を通
して，公共的な空間における基本的
な原理について理解する。

・指導事項
　民主政治と私たち

・教材
　教科書及びプリント
　一人１台端末の活用 等

【知識及び技能】
・政治参加と公正な世論の形成，地方自治，
国家主権，領土(領海，領空を含む。)，我が
国の安全保障と防衛，国際貢献を含む国際社
会における我が国の役割などに関わる現実社
会の事柄や課題を基に，よりよい社会は，憲
法の下，個人が議論に参加し，意見や利害の
対立状況を調整して合意を形成することなど
を通して築かれるものであることについて理
解している。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自
立した主体として活動するために必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・法，政治及び経済などの側面を関連させ，
自立した主体として解決が求められる具体的
な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野
に入れながら，その主題の解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想したりしたこ
とを，論拠をもって表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，公共的な空
間における基本的な原理について理解してい
る。

○ ○ ○ 8

前
期

A 公共の扉
(3)公共的な空間における基本的原
理

【知識及び技能】
・各人の意見や利害を公平・公正に
調整することなどを通して，人間の
尊厳と平等，協働の利益と社会の安
定性の確保を共に図ることが，公共
的な空間を作る上で必要であること
について理解する。
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，
民主主義，法の支配，自由・権利と
責任・義務など，公共的な空間にお
ける基本的原理について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・公共的な空間における基本的原理
について，思考実験など概念的な枠
組みを用いて考察する活動を通し
て，個人と社会との関わりにおいて
多面的・多角的に考察し，表現す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多
面的・多角的な考察や深い理解を通
して，公共的な空間における基本的
な原理について理解しようとする。

・指導事項
　私たちの民主的な社会

・教材
　教科書及びプリント
　一人１台端末の活用 等

【知識及び技能】
・各人の意見や利害を公平・公正に調整する
ことなどを通して，人間の尊厳と平等，協働
の利益と社会の安定性の確保を共に図ること
が，公共的な空間を作る上で必要であること
について理解している。
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主主
義，法の支配，自由・権利と責任・義務な
ど，公共的な空間における基本的原理につい
て理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・公共的な空間における基本的原理につい
て，思考実験など概念的な枠組みを用いて考
察する活動を通して，個人と社会との関わり
において多面的・多角的に考察し，表現して
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，公共的な空
間における基本的な原理について理解しよう
としている。

○ ○ ○ 4

定期考査



後
期

B 自立した主体としてよりよい社会
の形成に参画する私たち

【知識及び技能】
・職業選択，雇用と労働問題，財政
及び租税の役割，少子高齢社会にお
ける社会保障の充実・安定化，市場
経済の機能と限界，金融の働き，経
済のグローバル化と相互依存関係の
深まり（国際社会における貧困や格
差の問題を含む。）などに関わる現
実社会の事柄や課題を基に，公正か
つ自由な経済活動を行うことを通し
て資源の効率的な配分が図られるこ
と，市場経済システムを機能させた
り国民福祉の向上に寄与したりする
役割を政府などが担っていること及
びより活発な経済活動と個人の尊重
を共に成り立たせることが必要であ
ることについて理解する。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料
から，自立した主体として活動する
ために必要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まとめる技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
・法，政治及び経済などの側面を関
連させ，自立した主体として解決が
求められる具体的な主題を設定し，
合意形成や社会参画を視野に入れな
がら，その主題の解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想した
りしたことを，論拠をもって表現す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多
面的・多角的な考察や深い理解を通
して，公共的な空間における基本的
な原理について理解しようとする。

・指導事項
　経済社会で生きる私たち

・教材
　教科書及びプリント
　一人１台端末の活用 等

【知識及び技能】
・職業選択，雇用と労働問題，財政及び租税
の役割，少子高齢社会における社会保障の充
実・安定化，市場経済の機能と限界，金融の
働き，経済のグローバル化と相互依存関係の
深まり（国際社会における貧困や格差の問題
を含む。）などに関わる現実社会の事柄や課
題を基に，公正かつ自由な経済活動を行うこ
とを通して資源の効率的な配分が図られるこ
と，市場経済システムを機能させたり国民福
祉の向上に寄与したりする役割を政府などが
担っていること及びより活発な経済活動と個
人の尊重を共に成り立たせることが必要であ
ることについて理解している。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自
立した主体として活動するために必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・法，政治及び経済などの側面を関連させ，
自立した主体として解決が求められる具体的
な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野
に入れながら，その主題の解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想したりしたこ
とを，論拠をもって表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，公共的な空
間における基本的な原理について理解しよう
としている。

○ ○ ○ 12

B 自立した主体としてよりよい社会
の形成に参画する私たち

【知識及び技能】
・職業選択，雇用と労働問題，財政
及び租税の役割，少子高齢社会にお
ける社会保障の充実・安定化，市場
経済の機能と限界，金融の働き，経
済のグローバル化と相互依存関係の
深まり（国際社会における貧困や格
差の問題を含む。）などに関わる現
実社会の事柄や課題を基に，公正か
つ自由な経済活動を行うことを通し
て資源の効率的な配分が図られるこ
と，市場経済システムを機能させた
り国民福祉の向上に寄与したりする
役割を政府などが担っていること及
びより活発な経済活動と個人の尊重
を共に成り立たせることが必要であ
ることについて理解する。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料
から，自立した主体として活動する
ために必要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まとめる技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
・法，政治及び経済などの側面を関
連させ，自立した主体として解決が
求められる具体的な主題を設定し，
合意形成や社会参画を視野に入れな
がら，その主題の解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想した
りしたことを，論拠をもって表現す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多
面的・多角的な考察や深い理解を通
して，公共的な空間における基本的
な原理について理解しようとする。

・指導事項
　私たちの職業生活

・教材
　教科書及びプリント
　一人１台端末の活用 等

【知識及び技能】
・職業選択，雇用と労働問題，財政及び租税
の役割，少子高齢社会における社会保障の充
実・安定化，市場経済の機能と限界，金融の
働き，経済のグローバル化と相互依存関係の
深まり（国際社会における貧困や格差の問題
を含む。）などに関わる現実社会の事柄や課
題を基に，公正かつ自由な経済活動を行うこ
とを通して資源の効率的な配分が図られるこ
と，市場経済システムを機能させたり国民福
祉の向上に寄与したりする役割を政府などが
担っていること及びより活発な経済活動と個
人の尊重を共に成り立たせることが必要であ
ることについて理解している。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自
立した主体として活動するために必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・法，政治及び経済などの側面を関連させ，
自立した主体として解決が求められる具体的
な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野
に入れながら，その主題の解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想したりしたこ
とを，論拠をもって表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，公共的な空
間における基本的な原理について理解しよう
としている。

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○ 2



定期考査 ○ ○ 2

合計 70

後
期

【知識及び技能】
・政治参加と公正な世論の形成，地方自治，
国家主権，領土（領海，領空を含む。），我
が国の安全保障と防衛，国際貢献を含む国際
社会における我が国の役割などに関わる現実
社会の事柄や課題を基に，よりよい社会は，
憲法の下，個人が議論に参加し，意見や利害
の対立状況を調整して合意を形成することな
どを通して築かれるものであることについて
理解している。
・職業選択，雇用と労働問題，財政及び租税
の役割，少子高齢社会における社会保障の充
実・安定化，市場経済の機能と限界，金融の
働き，経済のグローバル化と相互依存関係の
深まり（国際社会における貧困や格差の問題
を含む。）などに関わる現実社会の事柄や課
題を基に，公正かつ自由な経済活動を行うこ
とを通して資源の効率的な配分が図られるこ
と，市場経済システムを機能させたり国民福
祉の向上に寄与したりする役割を政府などが
担っていること及びより活発な経済活動と個
人の尊重を共に成り立たせることが必要であ
ることについて理解している。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自
立した主体として活動するために必要な情報
を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まと
める技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・法，政治及び経済などの側面を関連させ，
自立した主体として解決が求められる具体的
な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野
に入れながら，その主題の解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想したりしたこ
とを，論拠をもって表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，公共的な空
間における基本的な原理について理解しよう
としている。

○ ○ ○ 10

C 持続可能な社会づくりの主体とな
る私たち

【知識及び技能】
・第1部(｢公共｣のとびら)で身に付
けた選択・判断の手掛かりとなる考
え方や公共的な空間における基本的
原理などを活用するとともに，第1
部及び第2部(自立した主体として社
会に参画する私たち)で習得した知
識及び技能を活用する。

【思考力、判断力、表現力等】
・地域の創造，よりよい国家・社会
の構築及び平和で安定した国際社会
の形成へ主体的に参画し，共に生き
る社会を築くという観点から課題を
見いだし，その課題の解決に向けて
事実を基に協働して考察，構想し，
妥当性や効果，実現可能性などを指
標にして，論拠を基に自分の考えを
説明、論述する。

【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多
面的・多角的な考察や深い理解を通
して，ともに生きる社会を築くとい
う観点から課題を見いだし，諸課題
を主体的に解決しようとする。

・指導事項
　持続可能な社会づくりに参画す
るために

・教材
　教科書及びプリント
　一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・第1部(｢公共｣のとびら)で身に付けた選択・
判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間
における基本的原理などを活用するととも
に，第1部及び第2部(自立した主体として社会
に参画する私たち)で習得した知識及び技能を
活用している。

【思考力、判断力、表現力等】
・地域の創造，よりよい国家・社会の構築及
び平和で安定した国際社会の形成へ主体的に
参画し，共に生きる社会を築くという観点か
ら課題を見いだし，その課題の解決に向けて
事実を基に協働して考察，構想し，妥当性や
効果，実現可能性などを指標にして，論拠を
基に自分の考えを説明、論述している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して，ともに生き
る社会を築くという観点から課題を見いだ
し，諸課題を主体的に解決しようとしてい
る。

○ ○ ○ 4

B 自立した主体としてよりよい社会
の形成に参画する私たち

【知識及び技能】
・政治参加と公正な世論の形成，地
方自治，国家主権，領土（領海，領
空を含む。），我が国の安全保障と
防衛，国際貢献を含む国際社会にお
ける我が国の役割などに関わる現実
社会の事柄や課題を基に，よりよい
社会は，憲法の下，個人が議論に参
加し，意見や利害の対立状況を調整
して合意を形成することなどを通し
て築かれるものであることについて
理解する。
・職業選択，雇用と労働問題，財政
及び租税の役割，少子高齢社会にお
ける社会保障の充実・安定化，市場
経済の機能と限界，金融の働き，経
済のグローバル化と相互依存関係の
深まり（国際社会における貧困や格
差の問題を含む。）などに関わる現
実社会の事柄や課題を基に，公正か
つ自由な経済活動を行うことを通し
て資源の効率的な配分が図られるこ
と，市場経済システムを機能させた
り国民福祉の向上に寄与したりする
役割を政府などが担っていること及
びより活発な経済活動と個人の尊重
を共に成り立たせることが必要であ
ることについて理解する。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料
から，自立した主体として活動する
ために必要な情報を適切かつ効果的
に収集し，読み取り，まとめる技能
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
・法，政治及び経済などの側面を関
連させ，自立した主体として解決が
求められる具体的な主題を設定し，
合意形成や社会参画を視野に入れな
がら，その主題の解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想した
りしたことを，論拠をもって表現す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多
面的・多角的な考察や深い理解を通
して，公共的な空間における基本的
な原理について理解しようとする。

・指導事項
　国際社会のなかで生きる私たち

・教材
　教科書及びプリント
　一人１台端末の活用　等


